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留 学 報 告 書 

 

記入日：2023 年 8 月 27 日 

 

出身国 タイ 

出身大学・学部 

（和文及び英語） 

（和）シーナカリンウィロート大学 人文学部 

（英）Srinakharinwirot University Faculty of Humanities 

明治大学での留学期間 2022 年 9 月～2023 年 7 月 

 

日本に留学しようと決めた

理由 

わたしは子どもの時から漫画とアニメが好きです。それがきっかけで、日本語と

日本の文化が興味を持つようになり、それで日本語の専門を選びました。日本に

留学したら、もっと日本の文化を実感できるじゃないかと思って、わたしは日本

に留学しようと決めました。 

明治大学情報コミュニケー

ション学部を選んだ理由 

明治大学情報コミュニケーション学部を選んだ理由は、私はメディア関係の仕事

に興味があるからです。例えば、音楽とビデオ編集の科目や映画の分析などで

す。私はエンターテイメント関係の仕事をしたいので、この学部で勉強する授業

は自分の将来に役に立つと思いました。 

情報コミュニケーション学

部・学生の雰囲気 

この学部の雰囲気は、本当にグローバルな学部だと思います。留学生はあっちに

もこっちもいて本当に驚きました。日本の学生たちはとても優しくて、話しかけ

やすいです。日本人と話しかけるのは少し難しいとよく言われますが、多分そう

ではありませんでした。 

宿舎の雰囲気 

☐和泉 IH ☐狛江 IH ☐グローバル・ヴィレッジ  ☒その他（永福のアパート） 

私は明治大学の寮には住まずに、永福のアパートに住みました。部屋は 1R なの

で少し狭いですが、とても掃除しやすいです。それに、近くにはスーパーがあっ

て、必要な材料とか生活用品とか買うのはとても便利でした。ちなみに、ここは

大きい声が出せないので、環境はとても静かでした。 

交友関係 

最初の留学の期間は自分の言いたいことはちゃんと伝えられないので、友達はあ

まり作れませんでした。４ヶ月が経ったら日本の生活に慣れ、日本の友達が作れ

ました。どこかへ旅行したり、パーティーをしたり、ご飯を一緒に食べました。

正直、まだ親友と言えないかもしれませんが、私の出会った人たちは悪い人では

ありませんでした。 

学習内容・勉強について 

日本語の授業以外は、私は音楽を作る授業のデジタルアートと比較文学を学びま

した。このデジタルアートは音楽を編集するプログラムのやり方を学びました。

比較文学は簡単に説明すると映画やテレビコマーシャルを分析する授業です。こ

の授業は日本の学生と共に勉強しますから、最初はとても緊張します。この授業

は本当に勉強ができるかと自分に疑問がありました。でも、意外に勉強できまし

た。そして、友達も作れて本当に楽しかったです。 
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課題・試験について 

日本語の試験は多肢選択式問題です。ちゃんと文法と語彙を覚えたら問題ないと

思います。でも、私が学んだ授業はそうではありませんでした。デジタルアート

の最後の課題は音楽を作り、クラスのみんなにプレゼンテーションをしました。

そして、もう１つの比較文学は映画や小説を選んで、その映画や小説のことを分

析してから、レポートを書きました。苦労しましたが、やはり楽しかったです。 

大学外の活動について 

私は 1 週間の中で３日アルバイトをしました。バイト先はファミレスで、自分は

キッチン側を手伝っていました。そして、時間があるときは渋谷や下北沢などへ

散歩しました。太らないように、ときどき自分の部屋で運動もしました。 

ある平日のスケジュール 

７時～８時：起床、9 時～12 時：授業、12 時～13 時：昼ご飯、１３時～17

時：授業、17 時～18 時：スーパーに行く・部屋で休憩、１８時～21 時：バイ

ト、21 時～23 時：予習・復習、０時：就寝 

ある休日のスケジュール 

私はよく渋谷へ行きました。友達と一緒にカラオケをしたり、新しい服を買った

りしました。特にやりたいことがない場合は、ただ散歩へ行きました。そして、

ときどき旅行スポットにも行きました。例えば、高尾山とか、横浜とか。 

情報コミュニケーション学

部で得たことや留学の感想 

私の得たことは日本語能力が向上しました。秋学期、日本人へ話しかけるのは少

し緊張しました。自分の言いたいことがときどき伝えられずに悔しかったです。

でも、いつの間にか緊張感がなくなり日本人の相手にきちんと話しかけられるよ

うになりました。そして、もう１つ得たことは自信を持つようになることです。

ここで留学したとき問題があり落ち込むことがありました。でも、その問題を解

決できたら、私は「自分はかなりやれるじゃないか」とよく思っていました。こ

うやって自分のことを褒めて自信を持つようになりました。 

私の時間割 時間割表を公開します。 
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3 月の桜並木

にて 

代々木公園にて 

 

大阪城にて 

日本語クラスの復習中！ 


